






1.研 究 の概 要
天 然 系抗 菌剤 の ヒノキ チオ ール(Hhino;4一イ ソプ ロ ピル トロポ ロン)を 配位 子 と した
銀(1)錯体 を合 成 した。Hhinoのナ トリウム塩[Na(hino)]・2H、0と硝酸 銀(1)を水 中でモ ル
比1:1で 反 応 させ 、 黄色 の銀(1)錯 体 を得 た(収 率56.0%)。この錯 体 はDMSO,CHC1,に
可溶 、水 、アセ トン、酢酸 エチル 、エ ーテル に不 溶 であ った6溶 液 中で光 に対 して不安 定
で あ り、単結 晶X線 回折測 定 に適 した結 晶は得 られ なか った。既 に構 造解析 され て い るD,
L7アスパ ラギ ン酸 に よる銀(1)の 二核 錯 体[Ag、(D-Hasp)(L-Hasp)]の結 合 距離 、結 合角 の
デ ー タをreferenceにして 、粉 末X線 回折 デ ー タ を用 い たRietveld解析 で構 造解 析 を行 っ
た。 この錯体 はAg、0、を コア としたAg-Ag結合(2.84A)もつ二核錯 体[Ag(hino)],であっ た。
この錯 体 はバ クテ リア、酵 母ぐ カ ビに対 して広 い スペ ク トル の抗 菌活 性 を示 した。抗 菌性
を示 さない ヒノ キチオ ール コバ ル ト(II)錯体{Co(hino)、(EtOH)]、や アル ミニ ウム(皿)錯体
[A1(hino)、]・MeOHの分 子構 造 と比 較 して、銀 一酸素 結 合錯 体 の抗 菌作 用 を考 察 した。 配位
子hinoIは銀イ オ ンを生体 系へ 運搬す る役 割 を果 た して い る と思 われ る。
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